
冨田さんと見学者 蓮栽培の冨田盛敏　様
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伊豆市　白やピンク　蓮の花を観賞して　心癒されました。

　伊豆市上白岩の休耕田、約千平方メートルに「白蓮」と「漁山紅蓮」の蓮の花2種類がそろそろ見頃
との情報を頂きましたので、令和元年　7/8(月)と7/25(木)の2回に分けて取材に行ってきました。

　7/8(月)の取材では「白蓮」が開花し始め、白や薄いピンクに色づいた大輪の花を観る事ができ、2回
目7/25(木)には濃いピンク色の「漁山紅蓮」が咲き始めていました。

　そして蓮休耕田を栽培されている地元の冨田盛敏　様（75歳）にお会いし、お話を聞く事が出来まし
た。6月下旬から9月初旬ごろまで蓮の花を楽しめるそうです。また花が開いていて鑑賞に適しているのは
1日のうちでも午前6時～10時頃との事でした。

　冨田　様は10年前に知人から休耕田を借用し蓮の栽培を始められました。開花した蓮の花を皆様に
観て楽しんで頂けるのが最高の喜びだそうです。そのために雑草取りなど日々頑張っていらっしゃいます。

　蓮田内の展望台から見た蓮の花です。

　蓮田の中央付近には高さ1メートルほどの展望台が2カ所設置されていました。少し高い所から見渡す
蓮の花々、素晴らしかったです。
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通常のオタマジャクシ 白いオタマジャクシ　写真中央

白いオタマジャクシ談議 冨田さん手造りの休憩所

　白蓮の白と薄いピンクのグラデーション、そして周りの深緑とのコラボ綺麗です。　心癒されました。

　漁山紅蓮の濃いピンク色の花弁、とても重厚な感じで感動です。

　皆様集まって何か盛り上がっています.....なんと、白いオタマジャクシを見つけた模様です。写真左上は
通常の黒っぽいオタマジャクシですが、写真右上の中央に白いオタマジャクシが見えます（見にくいです
が！）

　

　冨田さんより、数日前にある新聞記者さんが、白いオタマジャクシの取材に来たそうです。

「白いオタマジャクシ」‥‥調べたところ･･･‥
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答えはアルビノでした。アルビノとは劣性遺伝のことで、親近交配などでごく稀にみられ、身体の色素が
ほとんどなく白く生まれてくるようです。体質も通常より弱く、また白く目立つため自然界では鳥などの餌
食になり易く、カエルにまで育つ確率はかなり低いとのこと。カエルだけでなく動物界でアルビノは度々確
認されているようです。

　写真右上のように休憩所も設置されています　見学者の皆様ご自由にお使いください。

　蓮田へのアクセス
　県道　修善寺～伊東線を修善寺から伊東方面に向かい「上白岩バス停」近くの「いろは寿司」さん
手前を左折し「ハス」の看板に従って、約1キロメートルで到着。駐車場は道路わきに５～６台可能、
見学は無料です。

　優しく綺麗な色合いの蓮の花、こころ癒されますよ、是非ご覧になって下さい。

　　取材:中伊豆地区　生きがい特派員　　安藤　智章


